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内 容 紹 介  

 

20 世紀に起きた著しい成長の末、市場経済は社会から逸脱してしまった。本書は、 21

世紀の新しい「民富」への道である経済活動の多様性を模索する。市場と国家・政府の二

分論に加え、社会的領域を再発見し、政策・制度の観点から金融資本、産業資本、文化資

本の現状を見つめる。  

 戦後の東アジアの高度成長、その間、産業構造の変化、人口構造の変化、そしてグロー

バル化・デジタル化・金融化などのトレンドのシフトの中、経済における労働の担い手で

ある「人々」を巡る経済的・社会的環境も変遷し、各々の役割・能力とニーズも共に変わ

りつつある。労働と資本の構造的連関性における重要な根源的要因としての「制度」と「政

策」を、「政策レジーム」としてとらえる。  

 アジアの世紀となる可能性と挑戦に正面から向き合いながら、21 世紀の豊かさと経済活

動領域の多様性を持つ社会を模索し、新しい「民富」への道を拓く試みとして、新局面へ

とダイナミックに変動しつつあるアジアの経済と社会の動向に注目したい。  


